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株式会社ピー・エス・ワイ
八ヶ岳ジャーナル編集部

発行責任者　小泉　徹
北杜市須玉町若神子 3931
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発行地域：北杜市（明野町・須玉町・高根町・大泉町・長坂町・小淵沢町・白州町・武川町）

白州町台ヶ原 2211( 台ヶ原宿沿い )
☎ 0120-35-0518

数量限定  2個セット
「シャインマスカット」と
「サンシャインレッド」の
大福食べ比べ　648円
ぶどうジュレ
濃厚でコクのある甘み
“甲斐キング”使用　453円

　八ヶ岳ジャーナルは、北杜市を対象にした地域新
聞です。広告掲載各社のご協力により、毎月 1 日と
16 日の 2 回、北杜市内に配布しております。ニュー
スの提供及び、各種情報、広告掲載の申し込み、また、
定期購読（年間 4,000 円）をご希望の方は、小社まで。

八ヶ岳ジャーナル編集部　☎ 0551-45-7789

北杜市の地域新聞

駅そば
うまい・やすい・早い

三拍子

駅弁の丸政

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

お気軽にお問い合わせ下さい。
Tel 0551-36-2521

お弁当・料理を承ります。
スタッフ募集中

長坂ＩＣきららシティ内

☎0551-32-8156

早いかな？
迷っている方に
お勧めのイベント

補聴器
体験会
補聴器の貸出し実施中

お待たせさせないため予約の方優先とさせていただいております

診療時間　午前9:00〜12:00
午後4:00〜  7:00

休診日　木曜、日曜、祝祭日
9/12㈯〜14㈪と30㈬は休診です。

白井沢交差点
旧小泉小学校

「新涼の季節 」
Nikon D600　35mm
　S：1/1,000　F：5.6

ZOOMアイ 北風写真倶楽部
撮影：小野　哲男

◆休診日：木・日・祝日◆

AKUTSU DC

阿久津歯科医院

長坂町長坂上条 2083
Phone0551-32-2175
F a x  0551-32-7300

院長　阿久津 司郎

健康な歯を大切に健康な歯を大切に
予防歯科受付中!予防歯科受付中!

山梨県北杜市小淵沢町451
TEL 0551（36）3011（代表）
FAX 0551（36）4141
URL https://net-suzuken.com

小淵沢町で育って 58 年

スタッフ募集⬆

　

９
月
定
例
市
議
会
を
前

に
、
大
柴
邦
彦
市
長
は
８
月

25
日
、
市
役
所
で
記
者
会
見

を
開
き
、
今
議
会
に
提
出
す

る
議
案
を
説
明
し
た
。
会
期

は
９
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で

の
28
日
間
で
、
各
会
派
に
よ

る
代
表
質
問
は
24
日
、
一
般

質
問
は
25
日
に
行
わ
れ
る
。

　

同
日
の
記
者
会
見
で
大
柴

市
長
は
、
１
億
55
万
円
を
追

加
し
て
総
額
を
３
５
７
億
７

４
９
２
万
円
と
す
る
２
０
２

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
や
25
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
28
案
件
を
提
出
す

る
と
述
べ
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
の
農
業
生
産

基
盤
情
報
通
信
環
境
整
備
事

業
の
内
示
を
受
け
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
事
業
費
（
６

２
０
万
円
）
を
計
上
し
た
と

説
明
。「
Ｒ
Ｔ
Ｋ
（
リ
ア
ル

タ
イ
ム 

キ
ネ
マ
テ
ィ
ッ
ク
）

‐
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
基
準
局
」
を
市

内
に
整
備
し
、
高
精
度
な
位

置
情
報
を
活
用
し
た
ト
ラ
ク

タ
ー
の
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム

や
高
性
能
ド
ロ
ー
ン
の
運
用

体
制
を
整
え
る
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
支
援
交
付
金
を
活

用
し
、「
防
災
マ
ル
チ
タ
ス

ク
車
両
」を
１
台
導
入
す
る
。

経
費
は
１
９
４
４
万
円
。
こ

の
車
両
は
、
ワ
ゴ
ン
車
を
改

造
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ

ム
や
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
搭
載

し
た
も
の
で
、
平
時
は
「
移

動
市
役
所
」
と
し
て
過
疎
地

域
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
災
害

時
に
は
迅
速
な
情
報
集
約
、

関
係
機
関
と
の
連
携
調
整
を

一
手
に
担
う
現
地
災
害
対
策

本
部
に
す
る
な
ど
、「
暮
ら

し
を
支
え
る
防
災
福
祉
自
動

車
と
し
て
の
体
制
の
構
築
を

図
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
安
定
的
な
行
政
区
運

営
を
支
援
す
る
た
め
の
給
付

金
事
業
（
３
０
０
０
万
円
）

を
計
上
し
た
。
行
政
区
加
入

の
１
世
帯
あ
た
り
２
０
０
０

円
を
交
付
し
、
行
政
区
の
負

担
軽
減
を
図
る
も
の
で
、
国

の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追

加
交
付
を
活
用
し
た
市
独
自

の
支
援
策
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ほ
く
と
魅
力
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
２
７

５
万
円
）
に
つ
い
て
は
、
北

杜
市
ふ
る
さ
と
親
善
大
使
で

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
カ

ル
ロ
ス
ケ
ー
さ
ん
か
ら
、
若

い
世
代
に
郷
土
愛
を
育
ん
で

ほ
し
い
と
「（
仮
称
）
北
杜

市
盆
踊
り
ソ
ン
グ
」
の
無
償

提
供
の
提
案
が
あ
っ
た
と

し
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
振

り
付
け
の
経
費
を
計
上
。

　

保
育
園
や
小
中
学
校
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
広
く

活
用
す
る
ほ
か
、
全
市
民
が

集
う
盆
踊
り
大
会
の
開
催
を

計
画
し
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
と
市
内
外
へ
の
魅
力
発

信
に
つ
な
げ
た
い
と
話
し

た
。

　

サ
ク
ラ
や
ウ
メ
な
ど
の
樹

木
を
枯
ら
す
特
定
外
来
生

物
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
」
が
今
年
７
月
に
県
内
で

初
め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
北
杜
市
は
９
月
か
ら

公
共
施
設
や
サ
ク
ラ
の
名
所

で
薬
剤
散
布
に
よ
る
防
除
作

業
を
実
施
す
る
。
サ
ク
ラ
や

ウ
メ
の
木
を
所
有
す
る
市
民

に
も
薬
剤
を
提
供
し
、
各
家

庭
で
の
防
除
の
協
力
も
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

こ
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
は
、
身

近
な
バ
ラ
科
の

樹
木
の
内
部
を

食
い
荒
ら
し
て

枯
ら
す
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
科
の
昆
虫
で
、
県
内

で
は
、
今
年
７
月
に
大
月
市

の
サ
ク
ラ
で
被
害
が
確
認
さ

れ
、
甲
州
市
や
甲
府
市
の
モ

モ
や
ス
モ
モ
の
畑
な
ど
で
成

虫
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

県
主
導
で
果
樹
農
家
な
ど

の
防
除
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
な
か
、
食
害
に
よ
る
樹

木
の
枯
死
や
倒
木
の
危
険
性

か
ら
市
内
の
観
光
資
源
と

人
々
の
暮
ら
し
を
守
ろ
う

と
、
８
月
25
日
に
北
杜
市
議

会
の
臨
時
会
を
開
き
、
同
防

除
対
策
事
業
費
の
１
億
６
１

４
３
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
２

０
２
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
を
提
出
し
、
可
決
さ

れ
た
。

　

薬
剤
は
成
虫
に
効
果
が
あ

り
、
成
虫
の
活
動
期
の
９
月

末
ま
で
に
市
内
の
保
育
園
や

学
校
、
市
役
所
、
指
定
管
理

施
設
の
ほ
か
、
サ
ク
ラ
の
名

所
、
各
行
政
区
の
公
民
館
や

広
場
な
ど
で
、
計
１
万
本
の

木
に
散
布
す
る
計
画
。

　

ま
た
、
サ
ク
ラ
や
ウ
メ
の

木
を
所
有
す
る
市
民
に
も
薬

剤
を
提
供
す
る
。
散
布
す
る

た
め
の
噴
霧
器
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
お
り
、
９
月
１
日

か
ら
30
日
ま
で
、
各
町
の
総

合
支
所
で
受
け
付
け
る
。
全

体
で
４
５
０
０
本
ほ
ど
を
見

込
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

市
の
担
当
者
は
、「
市
内

に
は
サ
ク
ラ
の
名
所
も
多

く
、
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ

う
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
に

防
除
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

の
成
虫
は
、
光
沢
の
あ
る
黒

色
で
、
前
胸
部
が
赤
く
、
コ

ブ
状
の
突
起
が
あ
る
の
が
特

徴
。体
長
は
２
〜
４
㌢
ほ
ど
。

写真提供：埼玉県環
境科学国際センター

（北杜市の広報チラシ
より）

決
算
や
補
正
予
算
な
ど
28
案
件
提
出

〝
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
〟

防
除
作
業
を
実
施
へ

ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
へ

ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
へ

9 月定例市議会

https://www.webtoday.jp
https://www.net-suzuken.com/recruit
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ご来店お待ちして
おります。

㈲坂本商事
定休日：日曜日

長坂町小荒間１９７８

TEL（32）3132

明野町
　　男　2,082（+4）
　　女　2,135（-3）
　　計　4,217（+1）
　世帯　2,047（0）
須玉町
　　男　2,576（-3）
　　女　2,610（-6）
　　計　5,186（-9）
　世帯　2,595（-2）
高根町
　　男　4,366（-7）
　　女　4,589（-16）
　　計　8,955（-23）
　世帯　4,404（-5）

長坂町
　　男　4,222（-1）
　　女　4,448（-11）
　　計　8,670（-12）
　世帯　4,483（+2）
大泉町
　　男　2,594（-9）
　　女　2,825（+6）
　　計　5,419（-3）
　世帯　2,793（+12）
白州町
　　男　1,724（+2）
　　女　1,747（+6）
　　計　3,471（+8）
　世帯　1,788（+5）

武川町
　　男　1,357（+7）
　　女　1,445（-2）
　　計　2,802（+5）
　世帯　1,343（+8）
小淵沢町
　　男　2,877（-7）
　　女　2,970（-14）
　　計　5,847（-21）
　世帯　3,070（-11）
北杜市全体
　　男　21,798（-14）
　　女　22,769（-40）
　　計　44,567（-54）
　世帯　22,523（+9）

〜北杜市の人口〜（８月１日現在）※外国人登録者含む

（有）アサカ自動車
高根町村山東割1504-1 9月のお休みは、6㈰、13㈰、20㈰～23㈬、27㈰です。

☎0551-47-3333

ヘッドライト磨き
　　＋コーティング

¥11,000（税込）
ご予約受付中

注）令和8年 8月 1日から車検整備（平成10年 9月以降の
登録車）のヘッドライト検査がロービームに変更されます。
光度が足りない場合、車検不適合になります。

（約120分）

長坂町長坂上条 2582-1
tel.0551-32-2202

うゑ松さくら寿し食
房

◆持ち帰り・出前・法事弁当◆
ご予算に合わせて予約承ります

修理 お伺いします。

家電製品の修理に関する
ご相談、お気軽にどうぞ。

メーカーはどこでもＯＫ。

家電製品の販売・修理・工事

チェーン 

フジモリ電気
長坂町大八田 5578

TEL32-7667　FAX32-5677

●
住
宅
設
備
機
器
●
冷
暖
房

●
空
調
●
給
水
●
給
湯
●
排
水
工
事

●
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
具

株
式
会
社　

ひ
ら
や
ま

北
杜
市
高
根
町
箕
輪
五
八
一

☎（
47
）２
１
５
８　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
47
）４
５
４
８

　
「
第
55
回
山
梨
県
消
防

団
員
操
法
大
会
」
が
７
月

26
日
に
山
梨
県
消
防
学
校

で
開
か
れ
、
北
杜
市
消
防

団
の
白
州
分
団
第
３
部

（
台
ヶ
原
、
花
水
）
が
優

勝
し
た
。
10
月
に
東
京
都

で
開
催
さ
れ
る
全
国
消
防

操
法
大
会
に
向
け
、
隊
員

の
山
部
晋
矢
さ
ん
（
36
）

は
、「
ど
こ
ま
で
突
き
詰

め
ら
れ
る
の
か
、
最
後
ま

で
自
分
た
ち
と
向
き
合
っ

て
い
い
成
績
を
残
し
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
る
。

　

操
法
大
会
は
、
20
㍍
の

ホ
ー
ス
を
３
本
つ
な
い
で

ポ
ン
プ
か
ら
約
70
㍍
離
れ

た
標
的
に
向
か
っ
て
放
水

し
、
的
を
倒
す
ま
で
の
時

間
と
動
作
の
正
確
性
、
安

全
性
を
競
う
も
の
で
、
県

内
の
各
消
防
団
か
ら
７

チ
ー
ム
が
参
加
。
白
州
分

団
第
３
部
の
６
人
は
、
息

の
あ
っ
た
動
作
と
速
さ
で

高
得
点
を
得
た
。

　

２
番
員
と
し
て
出
場
し

た
山
部
さ
ん
は
、
台
ヶ
原

出
身
で
、
高
校
卒
業
後
に

市
内
の
企
業
に
就
職
し
、

23
歳
の
と
き
に
実
家
の
土

木
建
設
業
へ
転
身
し
た
。

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
家
業
に
勤
し
む
一
方
、

25
歳
の
と
き
に
消
防
団
に

入
団
。「
長
年
消
防
団
で

活
動
す
る
父
親
の
背
中
を

見
て
い
た
の
で
自
然
な
歩

み
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　

白
州
分
団
第
３
部
に
は

現
在
約
20
人
が
所
属
し
、

火
災
発
生
時
の
消
火
活
動

や
災
害
対
応
を
は
じ
め
、

平
時
の
機
材
点
検
や
防
火

パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
域
行
事

で
の
安
全
確
保
な
ど
を
実

施
。
大
会
出
場
に
向
け
、

４
月
か
ら
本
格
的
に
操
法

訓
練
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
「
毎
回
駆
け

つ
け
て
指
導
し

て
く
れ
る
Ｏ
Ｂ

の
存
在
が
と
て
も
大
き

か
っ
た
」、「
30
歳
を
超
え

て
み
ん
な
で
な
に
か
に
打

ち
込
む
機
会
は
あ
ま
り
な

い
の
で
、
訓
練
は
大
変
だ

が
と
て
も
楽
し
い
」
と
話

す
山
部
さ
ん
。
消
防
団
は

防
災
組
織
で
あ
る
と
同
時

　
全
国
消
防
操
法
大
会
へ

　
　
　
　
　
　

  　
　

白
州
町　

山
部
　
晋
矢
さ
ん

に
、
地
域
の
絆
を
結
び
直

し
、
一
緒
に
な
っ
て
情
熱

を
注
げ
る
場
所
で
も
あ

る
。

　
「
台
ヶ
原
地
域
の
宿
場

町
の
雰
囲
気
が
好
き
で
、

住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
高
さ
を
感
じ

る
。
い
ざ
と
い
う
時
に
こ

の
場
所
と
人
々
を
守
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
消
防

団
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」。

　

長
坂
町
の
清
春
芸
術
村

で
、
世
界
的
建
築
家
の
伊
東

豊
雄
さ
ん
（
85
）
が
手
が
け

た
「
こ
ど
も
の
遊
び
場
」
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

９
月
中
に
一
般
公
開
す
る
予

定
で
、
同
敷
地
内
の
清
春
白

樺
美
術
館
で
は
10
月
11
日
ま

で
、
同
作
品
の
初
期
構
想
や

伊
東
さ
ん
の
設
計
思
想
を
読

み
解
く
企
画
展
「
桜
の
下
で

―
自
然
と
建
築
―
」
が
開
か

れ
て
い
る
。

　

清
春
芸
術
村
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
建
築
作
品
を
見
る

だ
け
で
は
な
く
、
遊
び
な
が

ら
体
験
で
き
る
「
子
ど
も
の

た
め
の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
、
新
た
な
作
品
づ
く
り

に
向
け
て
伊
東
さ
ん
に
協
力

を
依
頼
し
た
。

　

最
新
作
「
こ
ど
も
の
遊
び

場
」
は
、
桜
の
木
に
囲
ま
れ

た
芝
生
広
場
で
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
て
、
土
を
盛
り
上

げ
た
小
さ
な
丘
と
掘
り
起
こ

し
た
く
ぼ
地
を
組
み
合
わ
せ

た
作
品
。
子
ど
も
た
ち
が
自

由
に
過
ご
せ
る
空
間
と
な
っ

て
お
り
、
視
点
の
高
さ
や
角

度
に
よ
っ
て
周
囲
の
風
景
の

変
化
が
楽
し
め
る
と
い
う
。

　

美
術
館
で
行
わ
れ
て
い
る

企
画
展
で
は
、
初
期
構
想
か

ら
最
終
的
な
イ
メ
ー
ジ
図
な

ど
、
伊
東
さ
ん
が
描
い
た
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
軌
跡
を

12
点
展
示
。
代
表
作
と
し
て

知
ら
れ
る
「
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
」（
宮
城
県

仙
台
市
）
と
「
台
中
国
家

歌
劇
院
」（
台
湾
・
台
中
市
）

の
平
面
図
や
模
型
な
ど
も
合

わ
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
伊
東
さ
ん
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
動
画
も
あ
り
、
旧

清
春
小
学
校
跡
地
で
あ
る
清

春
芸
術
村
の
景
色
と
幼
少
期

の
思
い
出
を
重
ね
合
わ
せ
て

作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
た
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
の

創
造
力
を
喚
起
す
る
作
品
づ

く
り
、
設
計
す
る
上
で
大
切

に
し
て
い
る
と
い
う
「
内
な

る
自
然
」
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。

　

休
館
日
は
月
曜
日
。
問
い

合
わ
せ
は
☎
32
・
４
８
６
５

ま
で
。

　

絵
本
を
通
し
て
世
界
の
文

化
に
触
れ
る
読
み
聞
か
せ
イ

ベ
ン
ト
「
外
国
の
絵
本
で
世

界
を
の
ぞ
こ
う
」
が
８
月
15

日
、
大
泉
町
の
金
田
一
春
彦

記
念
図
書
館
で
開
か
れ
、
親

子
連
れ
な
ど
約
50
人
が
参
加

し
た
。（
写
真
）

　

２
回
目
を
数
え
た
今
回

は
、
在
日
エ
ク
ア
ド
ル
大
使

館
一
等
書
記
官
の
ニ
ュ
ス

タ
・
マ
ル
ド
ナ
ド
さ
ん
を
迎

え
、エ
ク
ア
ド
ル
の
絵
本「
カ

ウ
サ
リ
ナ
」
を
紹
介
。
エ
ク

ア
ド
ル
北
部
の
カ
ム
エ
ン
ド

村
を
舞
台
に
、伝
統
の
笛「
ム

ク
」
を
通
し
て
村
の
男
の
子

が
自
然
と
の
つ
な
が
り
や
文

化
を
知
っ
て
い
く
物
語
で
、

ア
ン
デ
ス
地
域
の
言
語
「
キ

チ
ュ
ア
語
」
と
日
本
語
で
読

み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
２
つ
の
言
語
の
響
き

や
リ
ズ
ム
の
違
い
な
ど
を
体

験
し
た
。

　

ニ
ュ
ス
タ
さ
ん
は
、
エ
ク

ア
ド
ル
に
は
先
住
民
の
14
の

言
語
が
あ
り
、
キ
チ
ュ
ア

語
は
か
つ
て
イ

ン
カ
帝
国
で
使

わ
れ
て
い
た
こ

と
、
カ
ム
エ
ン

ド
村
で
の
暮
ら

し
の
様
子
な
ど

を
写
真
と
共
に

紹
介
し
、「
こ

の
地
域
に
は
音

楽
を
通
し
て
自

然
と
話
す
と
い
う
文
化
が
あ

り
、
多
く
の
人
が
楽
器
を
演

奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

語
っ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
世
界

各
国
の
児
童
書
な
ど
を
一
堂

に
集
め
た
「
世
界
の
子
ど
も

の
本
展
」
な
ど
を
開
催
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
ヶ
岳
グ
ロ
ー

バ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
が
共
同
で

企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
紹

介
し
た
絵
本
は
、
同
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

市
長
が
市
内
の
学
校
な
ど

を
訪
れ
、
若
者
た
ち
と
膝
を

交
え
て
意
見
交
換
を
行
う

「
第
３
回
若
者
と
市
長
の
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
８

月
５
日
、
市
立
長
坂
中
学
校

で
開
か
れ
、
生
徒
会
の
２
、

３
年
生
７
人
が
参
加
し
た
。

　

同
日
、大
柴
邦
彦
市
長
は
、

市
立
中
学
校
（
甲
陵
中
を
除

く
）
８
校
を
２
校
に
統
合
す

る
計
画
に
触
れ
な
が
ら
、「
仲

間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成

長
し
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
学

校
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

中
学
校
に
こ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
ら
う
れ
し
い
な
と
思

う
こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
が
ほ
し
い
」、

「
他
の
ク
ラ
ス
や
学
年
の
人

と
交
流
で
き
る
談
話
ス
ペ
ー

ス
が
ほ
し
い
」、「
人
そ
れ
ぞ

れ
身
に
つ
け
や
す
い
勉
強
方

法
は
違
う
の
で
、
い
つ
で
も

自
由
に
使
え
る
自
習
室
が
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
上

が
っ
た
。（
写
真
）

　

ま
た
、制
服
に
つ
い
て
は
、

「
性
別
に
関
わ
ら
ず
、ス
カ
ー

ト
と
ズ
ボ
ン
が
選
べ
る
よ

う
、
ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
組

み
合
わ
せ
の
違
和
感
が
な
い

ブ
レ
ザ
ー
が
い
い
と
思
う
」

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
小
沢
杏
奈
さ
ん

（
３
年
）
は
、「
学
校
や
ま
ち

づ
く
り
を
よ
り
身
近
に
感
じ

る
機
会
に
な
っ
た
」
と
話
し

た
。

「
こ
ど
も
の
遊
び
場
」整
備

伊
東
さ
ん
の
設
計
思
想
を
読
み
解
く

清春芸術村

清春芸術村の清春白樺美術館で開催されている
伊東豊雄さんの企画展「桜の下で」

エ
ク
ア
ド
ル
の
絵
本

キ
チ
ュ
ア
語
で
読
み
聞
か
せ

市
長
と
語
る

学
校
に
望
む
こ
と
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日
本
写
真
芸
術
専
門
学

校
（
東
京
都
渋
谷
区
）
の
学

生
た
ち
が
、
須
玉
町
の
増
富

地
域
を
尋
ね
、
人
物
や
風
景

な
ど
を
テ
ー
マ
に
撮
影
し

て
、
増
富
の
魅
力
を
発
信
す

る
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を

８
月
20
日
〜
23
日
ま
で
実
施

し
、
み
ず
が
き
湖
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
活
動
の
成
果
を

紹
介
す
る
写
真
展
を
開
い
て

い
る
。
９
月
中
旬
ま
で
展
示

の
予
定
。

　

こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
２
０
２
２
年
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
は
同

校
の
総
合
写
真
研
究
ゼ
ミ
と

フ
ォ
ト
ア
ー
ト
ゼ
ミ
に
通
う

２
年
生
約
30
人
が
参
加
。
期

間
中
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
増
富
地
域
周
辺
の

黒
森
や
御
門
、
比
志
な
ど
を

訪
れ
、
地
域
の
魅
力
を
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
に
収
め
た
。

　

３
日
間
の
集
大
成
と
な
る

写
真
展
の
準
備
が
23
日
に
行

わ
れ
、香
港
、中
国
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
来
た
学
生
た
ち
４

人
が
表
現
し
た
「
な
ぜ
ト
マ

ト
が
こ
こ
に
？
」を
は
じ
め
、

窓
を
通
し
た
日
常
を
表
現
し

た
「
く
ら
し
の
窓
」、
地
図

に
写
真
を
並
べ
た
「
暮
ら
し

の
地
図
」
の
ほ
か
、
ラ
ジ
ウ

ム
星
人
か
ら
刺
激
を
受
け
た

物
語
「
地
球
を
訪
れ
た
エ
イ

リ
ア
ン
の
生
活
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
写
真
な
ど
、
意
欲
作

品
が
並
ん
で
い
る
。

　

同
専
門
学
校
の
篠
塚
南
々

さ
ん
（
２
年
）
は
、
空
き
家

が
多
い
こ
と
に
衝
撃
を
受
け

た
と
い
い
、「『
窓
か
ら
見
る

景
色
で
移
り
住
む
人
が
い

る
』
と
い
う
文
章
を
知
り
、

窓
か
ら
見
え
る
景
色
で
地
域

の
暮
ら
し
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
福
村
泰
史
さ
ん

（
同
）
は
「
演
劇
性
の
あ
る

写
真
を
撮
っ
て
い
こ
う
と
決

ま
っ
た
」、「
ラ
ジ
ウ
ム
星
人

に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
さ
れ
、

エ
イ
リ
ア
ン
の
よ
う
な
マ
ス

ク
を
自
作
し
て
、
地
域
の
方

と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
」

と
、
見
る
人
に
よ
っ
て
変
わ

る
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
意
識
し

た
展
示
に
し
た
と
い
う
。

　

講
師
の
菅
沼
比
呂
志
さ
ん

は
、「
こ
れ
ま
で
は
、
写
真

に
興
味
の
あ
る
人
が
来
て
く

れ
る
写
真
美
術
館
で
の
展
示

だ
っ
た
が
、（
み
ず
が
き
湖

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
）
観

光
客
や
一
般
の
人
が
訪
れ
る

場
所
な
の
で
、
ど
う
見
せ
る

か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
」
と
話
し
、「
ど

　

小
淵
沢
町
の
平
田
家
住
宅

に
隣
接
す
る
旧
小
淵
沢
郷
土

資
料
館
で
、
伝
統
的
な
「
裂

き
織
り
」
の
技
術
を
継
承
し

て
い
る「
筬（
お
さ
）の
会
」。

使
い
古
し
た
着
物
や
布
を
細

か
く
裂
い
て
織
り
直
し
、
新

し
い
布
と
し
て
の
価
値
を
生

み
出
す
手
仕
事
の
魅
力
を
伝

え
て
い
る
。
10
月
か
ら
体
験

会
を
開
く
計
画
で
、
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

筬
の
会
は
、
地
域
の
文
化

を
伝
承
し
よ
う
と
、
約
40
年

前
に
旧
小
淵
沢
郷
土
資
料
館

で
始
ま
っ
た
「
機
織
り
講

座
」
か
ら
発
展
し
た
グ
ル
ー

プ
で
、
１
９
９
６
年
に
現
在

の
名
称
に
変
更
。
地
域
住
民

な
ど
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
18
台

の
高
機
（
た
か
ば
た
）
を
活

用
し
、
横
糸
を
通
す
た
め
の

装
置
「
綜
絖
（
そ
う
こ
う
）」

は
昔
な
が
ら
の
糸
と
ワ
ラ
を

使
う
な
ど
、
伝
統
の
継
承
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

現
在
は
、
北
杜
市
民
を
中

心
に
25
人
が
毎
週
金
曜
日
に

集
ま
っ
て
活
動
。
着
な
く

な
っ
た
思
い
出
の
浴
衣
や
植

物
の
繊
維
、
染
色
し
た
布
な

ど
を
織
り
込
ん
で
、
個
性
豊

か
な
柄
や
色
彩
の
布
を
生
み

出
し
、
身
近
に
使
え
る
バ
ッ

　

市
内
農
業
の
活
性
化
や
次

世
代
農
業
の
推
進
を
目
指

し
、
ビ
ー
ル
の
原
料
と
な
る

ホ
ッ
プ
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
北
杜
市
地
域
活
性
化

起
業
人
の
鈴
木
真
哉
さ
ん

が
、
８
月
18
日
、
小
淵
沢
町

の
畑
で
ホ
ッ
プ
の
収
穫
作
業

を
行
っ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
北
杜

市
と
市
農
業
振
興
公
社
、
慶

応
義
塾
大
学
大
学
院
メ
デ
ィ

ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
が
連
携

し
て
取
り
組
む
農
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
約
９

０
０
０
平
方
㍍
の
耕
作
放
棄

地
を
活
用
し
て
、
今
年
３
月

か
ら
無
農
薬
で
ホ
ッ
プ
を
栽

培
し
て
い
る
。

　

収
穫
作
業
は
、
鈴
木
さ
ん

や
農
業
振
興
公
社
の
関
係
者

な
ど
約
10
人
で
取
り
組
み
、

竹
で
組
ん
だ
高
さ
約
５
㍍
の

棚
に
実
っ
た
ホ
ッ
プ
を
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
摘
み
取
っ

た
。
収
穫
し
た
ホ
ッ
プ
で
ラ

ガ
ー
ビ
ー
ル
を
製
造
し
、
12

月
に
販
売
す
る
予
定
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
省
力

化
や
効
率
化
の
研
究
を
進
め

な
が
ら
、
ほ
場
を
増
や
し
て

新
規
就
農
者
の
受
け
皿
と
な

る
ほ
か
、
生
産
、
加
工
、
販

売
の
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、「
ホ
ッ
プ

の
国
内
品
種
第
一
号
の
カ
イ

コ
ガ
ネ
が
生
ま
れ
た
地
と
し

て
、
北
杜
市
の
魅
力
を
広
く

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　
「
山
梨
県
写
真
館
協
会
」

（
磯
裕
文
会
長
）
が
、
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
、
８
月

24
日
に
、
韮
崎
市
の
シ
ャ
ト

レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
に
ら
さ
き
の

森
で
、
１
０
０
周
年
記
念
式

典
を
開
き
、
記
念
講
演
に
、

元
山
梨
日
々
新
聞
社
で
、
Ｊ

Ｐ
Ｓ
日
本
写
真
家
協
会
会
員

の
鶴
田
圭
吾
さ
ん
を
迎
え
た

記
念
講
演
を
開
催
し
た
。

　

山
梨
県
写
真
館
協
会
の
前

身
は
、
１
９
２
５
年
（
大
正

15
年
）
に
発
足
し
た
「
写
真

師
協
会
山
梨
県
支
部
」
で
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

に
、
山
梨
県
写
真
館
協
会
に

改
名
し
て
い
る
。

　

当
日
は
同
協
会
１
０
０

周
年
記
念
式
典
に
続
い
て
、

「Yam
anashi100

写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
開

か
れ
た
。入
選
者
22
人
の
内
、

北
杜
市
か
ら
は
、
山
梨
県
知

事
賞
に
中
嶋
一

さ
ん
（
な
か
じ

ま
写
真
）
の
「
相

棒
」、
１
０
０
周

年
記
念
特
別
賞

に
浅
川
俊
樹
さ

ん
（
八
ヶ
岳
写

真
舘
）
の｢

秋

を
ふ
み
し
め
る
、

家
族
の
足
音
」

が
選
ば
れ
た
。

　

講
演
会
講
師
の
鶴
田
さ
ん

は
、
元
山
日
新
聞
の
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
、
１
９
８
５
年

（
昭
和
60
年
）
の
日
航
機
墜

落
事
故
の
現
地
取
材
や
、
１

９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
５

月
の
麻
原
彰
晃
教
祖
逮
捕
の

護
送
写
真
ス
ク
ー
プ
で
「
日

本
新
聞
協
会
賞
」（
報
道
写

真
部
門
）を
受
賞
し
た
ほ
か
、

現
在
は
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
ヴ
ァ

ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。（
写
真
）

　

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
写
真

は
語
る
」
で
、
鶴
田
さ
ん
は

長
野
五
輪
で
コ
ー
ス
・
サ
イ

ド
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
瞬
間
の

歓
声
を
体
験
し
た
こ
と
や
現

在
は
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
放
送
記

者
と
し
て
就
職
し
た
当
時
の

機
材
や
事
件
、
動
画
の
世
界

か
ら
写
真
の
世
界
に
転
換
し

た
出
来
事
、
写
真
に
対
す
る

反
応
の
大
き
さ
や
現
地
取
材

の
経
験
な
ど
を
紹
介
し
、「
１

９
９
５
年
麻
原
教
祖
逮
捕
の

写
真
が
、
大
き
な
人
生
の
節

目
に
な
っ
た
」
と
語
り
、
そ

の
瞬
間
を
撮
影
す
る
ま
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、「
幸
運

が
１
つ
あ
っ
た
だ
け
じ
ゃ
な

か
っ
た
」
と
１
枚
の
写
真
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

グ
や
コ
ー
ス
タ
ー
、
テ
ー
ブ

ル
ク
ロ
ス
な
ど
を
制
作
し
て

い
る
。

　

10
月
か
ら
は
、
第
２
、
第

４
金
曜
日
に
体
験
会
を
開
く

計
画
で
、
参
加
費
は
３
０
０

円
。
月
田
洋
子
会
長
は
、「
筬

の
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら

い
、
伝
統
的
な
裂
き
織
り
の

技
術
を
後
世
に
継
承
し
て
い

き
た
い
。
み
ん
な
で
教
え

合
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
ん
で
い
る
の
で
、
気
軽
に

体
験
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎️

０
９
０
‐
１
１
０
３
‐
０
２

１
９
（
月
田
）
ま
で
。

う
見
せ
る
か
を
考
え
た
集
大

成
に
な
っ
て
い
る
」
と
来
場

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
詳
し

く
は
☎
45
・
０
０
８
１
ま
で
。

日本写真芸術専門学校

増富の魅力を写真で表現
みずがき湖ビジターセンターで展示

鶴
田
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

１
０
０
周
年
記
念
講
演
開
催

話し合いながら展示を決める学生たち

裂
き
織
り
の
継
承
へ

筬
の
会
が
体
験
会
を
実
施

一段一段丁寧に横糸を織り込む様子

耕
作
放
棄
地
で

ホ
ッ
プ
を
栽
培

農
業
の
活
性
化
へ

ホップの摘み取り作業

https://www.webtoday.jp/bungaku4
https://www.instagram.com/hosakanobudou/
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ご逝去先から直接安置可能な

　　　霊安室３室完備

北杜市高根町東井出４９８６−１３７８
院長：奥津 光一朗

【診療内容】
　歯科一般・小児歯科
　口腔外科

【休診日】　月・金・祝日
【診察時間】（日曜は14:00まで）
　　　9:00〜12:30
　　 14:00〜17:30

お気軽にご相談下さい⇒☎ 0551-46-1101

★土・日曜日 診療しております。

大泉町石堂交差点近く

⬅最新情報はコチラから
https://www.sunmeadows.co.jp

北杜市大泉町西井出8240-1
お問い合わせはTEL0551-48-4111

10月25日㈰まで

シルバーウイーク

　

折
り
た
た
み
ピ
ア
ノ
を
背

負
っ
て
世
界
各
地
を
旅
し
て

き
た
白
州
町
在
住
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
谷
口
は
る
か
さ
ん

（
24
）
が
８
月
24
日
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
「
森
林

開
発
か
ら
野
生
動
物
の
す
み

か
を
守
る
」
と
題
し
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
同

町
の
ぴ
た
ら
村
で
開
催
し

た
。（
写
真
）

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ス
マ
ト
ラ

島
で
は
、
世
界

中
で
使
わ
れ
て

い
る
パ
ー
ム
油

の
原
料
・
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
の
生
産

が
盛
ん
で
、
大

規
模
農
園
な
ど

の
開
発
に
よ
っ

て
熱
帯
林
の
減

少
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
。

　

谷
口
さ
ん
の

知
人
で
、
現
地
で
森
林
再
生

事
業
を
行
う
一
般
社
団
法
人

「Hidam
ari

」
の
村
田
里
穂

さ
ん
が
、
希
少
な
動
物
が
す

む
熱
帯
林
を
開
発
か
ら
守
る

た
め
に
一
部
土
地
を
購
入
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、

資
金
集
め
に
協
力
し
よ
う

と
、
今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
プ

レ
リ
ュ
ー
ド
第
１
番
」（
バ
ッ

ハ
）
や
「
風
の
通
り
道
」（
久

石
譲
）
の
ほ
か
、
昨
年
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
１
カ
月
滞
在
し

て
学
ん
だ
と
い
う
竹
製
の
笛

「
ス
リ
ン
」
で
伝
統
民
謡
の

子
守
唄
を
披
露
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
自
然
か
ら
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
即
興

音
楽
も
奏
で
、
来
場
者
を
魅

了
し
た
。

　

演
奏
後
は
、
村
田
さ
ん
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
、
森

林
破
壊
の
規
模
や
農
園
で
働

く
人
々
の
実
情
、
活
動
を
始

め
た
き
っ
か
け
な
ど
を
聞

き
、
村
田
さ
ん
は
「
少
し
で

も
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
気
づ
き
を
周
り
と
共
有

し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
」
と
話
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
参
加
料

は
、Hidam

ari

の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
全
額

寄
付
し
た
。

　

真
っ
暗
な
夜
の
学
校
を
懐

中
電
灯
一
つ
で
ま
わ
り
、
各

所
で
謎
解
き
に
挑
戦
す
る

「
夜
の
学
校
た
ん
け
ん
２
～

友
達
の
連
絡
帳
～
」
が
、
８

月
22
日
、
旧
高
根
清
里
小
学

校
（
八
ヶ
岳
コ
モ
ン
ズ
）
で

開
か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約

50
人
が
参
加
し
た
。

　

物
語
の
舞
台
は
、
１
９
９

９
年
の
学
校
。
未
来
人
の
参

加
者
た
ち
が
、「
空
か
ら
恐

怖
の
大
王
が
降
っ
て
き
て
人

類
は
滅
亡
す
る
」
と
い
う
ノ

ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予
言
に

怯
え
る
小
学
生
の
連
絡
帳
を

手
に
入
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
謎
を
解
く
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

園
児
や
小
・
中
学
生
た
ち

が
参
加
し
、
学
校
の
音
楽
室

や
職
員
室
、
科
学
室
で
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し

な
が
ら
、
連
絡
帳
の
持
ち
主

の
名
前
を
解
き
明
か
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
は
、
八
ヶ
岳

コ
モ
ン
ズ
の
西
側
駐
車
場
で

人
工
衛
星
の
観
測
施
設
を
運

用
し
て
い
る
エ
ル
サ
ス
テ
ッ

ク
株
式
会
社
が
、
光
学
望
遠

鏡
の
見
学
会
や
宇
宙
に
関
す

　

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ

ラ
ッ
ク
マ
」
の
原
案
者
と
し

て
知
ら
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
絵
本
作
家

の
コ
ン
ド
ウ
ア
キ
さ
ん
の
作

品
を
一
堂
に
紹
介
す
る
企
画

展
「
コ
ン
ド
ウ
ア
キ
の
え
ほ

ん
の
世
界
」
が
、
９
月
28
日

ま
で
、
高
根
町
の
え
ほ
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
清
里
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。（
写
真
）

　

同
展
で
は
、「
木
か
ら
お

り
た
ミ
カ
ン
（
ミ
カ
ン
ぼ
う

や
）」
を
は
じ
め
、「
リ
ラ
ッ

ク
マ
」
シ
リ
ー
ズ
、「
う
さ

ぎ
の
モ
フ
ィ
も
り
の
ま
い

に
ち
」、「
ゆ
め
ぎ
ん
こ
う
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
12
の
絵
本

作
品
か
ら
約
60
点
の
原
画
を

紹
介
。
パ
ソ
コ
ン
で
着
彩

し
た
描
き
お
ろ
し
や
ペ

ン
画
、
水
彩
画
の
ほ
か
、

制
作
過
程
が
分
か
る
貴

重
な
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を

並
べ
、
原
画
な
ら
で
は

の
質
感
が
楽
し
め
る
展

示
と
な
っ
て
い
る
。

　

休
館
日
は
火
曜
日（
９

月
22
日
は
開
館
）。
問
い

合
わ
せ
は
☎
48
・
２
２

２
０
ま
で
。

る
ク
イ
ズ
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
「
夜
の
学
校
た
ん
け

ん
」
は
、
地
域
住
民
に
廃
校

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

八
ヶ
岳
コ
モ
ン
ズ
が
昨
年
か

ら
始
め
た
も
の
で
、
２
回
目

を
数
え
た
。

　約４０万本のヒマワリが咲き誇る明野町の「北杜市明野
サンフラワーフェス」の会場で、８月 14 日、初の試みと
なる夜間のライトアップが行われた。光に照らされたヒマ
ワリが夜の闇に浮かび上がり、幻想的な風景が訪れた人の
目を楽しませていた。また、同日は須玉町、明野町、武川
町で納涼まつりなどが開催され、夜空に浮かぶ打ち上げ花
火との「共演」に来場者からは歓声が上がっていた。

熱
帯
林
を
守
ろ
う

谷
口
さ
ん
が
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

夜
の
学
校
を
探
険

「
友
人
の
連
絡
帳
」の
謎

夜の小学校の教室で、クイズに
挑戦する子どもたち

コ
ン
ド
ウ
ア
キ

え
ほ
ん
の
世
界

https://www.youtube.com/watch?v=NLShw35WfRY
https://www.sunmeadows.co.jp/green/
https://www.petkasou-yamanashi.com
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私
は
昭
和
11
年
生
ま
れ
。

今
年
、
満
90
歳
を
迎
え
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
も

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
は

静
岡
市
で
生
ま
れ
、
毎
日
の

よ
う
に
富
士
山
を
眺
め
な
が

ら
育
ち
ま
し
た
。
東
京
の
大

学
を
卒
業
後
、
ポ
ー
ラ
化
粧

品
に
入
社
。
入
社
５
年
目
に

ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
へ
派
遣
さ
れ
、
そ

れ
以
来
、
ア
メ
リ

カ
を
生
活
の
拠
点

と
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
７
８
年
、
ア
メ

リ
カ
で
健
康
食
品
の

会
社
「
マ
グ
ナ
ス
」

90
歳
、長
年
の
夢
が
叶
い
ま
し
た

　

以
前
か
ら
、「
老
後
は
富

士
山
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
暮

マ
グ
ナ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ハ
ウ
ス
に
は
、

皆
さ
ま
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け

る
カ
フ
ェ
・
マ
グ
ナ
ス(Cafe M

agnus

）

が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
ア
メ
リ
カ
で
こ
よ
な
く
愛
し
た

ジ
ャ
ー
マ
ン
パ
ン
ケ
ー
キ
を
は
じ
め
、
ヘ

ル
シ
ー
で
美
味
し
い
グ
リ
ー
ン
ド
リ
ン

ク
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ハ
ウ
ス
で
は
マ
グ

ナ
ス
が
長
年
に
わ
た
り
取
り
扱
っ
て
き
た

健
康
・
美
容
製
品
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
製
品
を
は
じ
め
、
ロ
イ

ヤ
ル
グ
リ
ー
ン
シ
ル
ク
（
青
汁
）、コ
ラ
ー

ゲ
ン
、
ア
イ
ク
ロ
セ
チ
ン
、
フ
コ
イ
ダ
ン

ロ
ー
シ
ョ
ン
、
ハ
ン
ド
＆
ネ
イ
ル
ク
リ
ー

ム
な
ど
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
な
か

で
も
シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
は
、
私
の
健
康
の

源
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
☎
45
‐
８
８
５
１
ま
で
。

　

も
う
一
つ
、
私
が
大
切
に

し
て
い
る
の
が
、【
チ
ョ
ッ

ピ
リ
思
い
や
り
】
で
す
。

　

大
き
な
こ
と
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
困
っ
て
い

る
人
に
声
を
か
け
る
。
誰
か

の
た
め
に
少
し
だ
け
時
間
を

使
う
。
相
手
の
立
場
に
な
っ

　
「
90
歳
に
な
っ
た
自
分
に
、

ま
だ
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
」、「
こ
の
町
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
何
か
世

の
中
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
」
そ
う
考

え
て
生
ま
れ
た
の
が
、
マ
グ

富
士
山
の
見
え
る

場
所
で
暮
ら
し
た
い

こ
の
町
で
、
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
…

ナ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ハ
ウ
ス

で
す
。

　

こ
こ
を
単
な
る
建
物
で
は

な
く
、
人
と
人
が
出
会
い
、

語
り
、
学
び
、
健
康
に
つ
い

て
考
え
ら
れ
る
場
所
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が

こ
こ
か
ら
発
信
し
た
い
の

は
、
主
に
次
の
３
つ
で
す
。

■
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
」

■
他
人
へ
の
「
チ
ョ
ッ
ピ
リ

思
い
や
り
」

■
健
康
や
生
き
方
に
つ
い
て

学
び
、
交
流
で
き
る
セ
ミ

ナ
ー

　

こ
の
３
つ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
、季
刊
誌
『
温
故
知
新
』

「
チ
ョ
ッ
ピ
リ
思
い
や
り
」

世
界
に
広
め
る
活
動
に

カ
フ
ェ
マ
グ
ナ
ス
へ
よ
う
こ
そ

　

こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

90
歳
の
鳥
居
会
長
が
、人
生
、

仕
事
、
人
間
関
係
、
幸
せ
に

つ
い
て
、
90
年
の
人
生
経
験

か
ら
得
た
本
物
の
知
恵
を
お

届
け
し
ま
す
。
そ
し
て
大
切

に
し
た
い
〈
チ
ョ
ッ
ピ
リ
思

い
や
り
〉。

　

成
功
の
喜
び
だ
け
で
な

く
、
失
敗
や
挫
折
、
苦
労
や

出
会
い
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
、
鳥
居
会
長
自
身
の
言

葉
で
、
あ
り
の
ま
ま
に
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
代
は
情
報
が
あ
ふ
れ
る

時
代
で
す
が
、
90
年
と
い
う

長
い
人
生
を
実
際
に
歩
ん
で

き
たM

r.

鳥
居
だ
か
ら
こ
そ

語
れ
る
経
験
に
は
、
時
代
を

超
え
て
受
け
継
が
れ
る
価
値

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

鳥
居
会
長
の
貴
重
な
人
生
経

験
と
言
葉
を
１
人
で
も
多
く

の
方
へ
届
け
、
私
た
ち
が
大

切
に
し
た
い
〈
チ
ョ
ッ
ピ
リ

思
い
や
り
〉
の
心
も
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。

　

人
生
に
迷
っ
た
と
き
、
仕

事
に
悩
ん
だ
と
き
、
人
と
の

関
わ
り
方
を
考
え
た
い
と

き
、
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
皆

さ
ま
の
人
生
の
ヒ
ン
ト
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
登
録
し
て
、
90
年

の
人
生
か
ら
生
ま
れ
た
知
恵

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

株式会社マグナス・インターナショナル
鳥居欣一会長が YouTube デビュー！

〜 90 年の人生が教えてくれた、健康とちょっぴりの思いやり〜

　
鳥
居
欣
一

１
９
３
６
年
生
ま
れ
、
静

岡
県
出
身
、
早
稲
田
大
学

卒
業
。

１
９
６
３
年
ポ
ー
ラ
の
駐

在
委
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ

に
赴
任
。

ポ
ー
ラ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
社
長
に

就
任
後
、
幾
多
の
変
遷
を

経
て
１
９
７
８
年
独
立
し

て
マ
グ
ナ
ス
社
を
設
立
。

日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら

現
在
に
至
る
。

著
書
「
ア
メ
リ
カ
で
社
長

を
や
っ
て
み
な
い
か
」（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

90年生きて、本当に大切だったものは何か。90年生きて、本当に大切だったものは何か。

長坂 IC

五町田交差点

若林交差点

石堂交差点

カフェ マグナス

至 甲府

至 長野

中央自動車道

を
創
業
し
ま
し
た
。

　

以
来
48
年
間
、「
人
々
の

心
身
の
健
康
づ
く
り
」
を
願

い
、
健
康
に
関
わ
る
仕
事
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
振
り
返

れ
ば
、
90
歳
の
今
日
ま
で
元

気
に
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
の

も
、
長
年
「
健
康
」
と
向
き

合
っ
て
き
た
お
か
げ
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ら
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た

私
が
選
ん
だ
の
は
、八
ヶ
岳
・

北
杜
市
で
し
た
。

　

実
際
に
暮
ら
し
て
み
る

と
、
豊
か
な
自
然
、
四
季
の

移
ろ
い
、
そ
し
て
人
の
温
か

さ
に
触
れ
、
本
当
に
こ
の
町

を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
も
ア
メ
リ
カ
と
日

本
を
往
復
し
て
い
ま
す
が
、

年
々
、
八
ヶ
岳
で
過
ご
す
時

間
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
ほ
ど
、
こ
の
土
地
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
）
も
マ
グ
ナ
ス
ウ
ェ

ル
ネ
ス
か
ら
発
行
し
、
す
で

に
第
３
号
を
迎
え
ま
し
た
。

食
事
、
運
動
、
睡
眠
、
そ
し

て
毎
日
の
生
活
習
慣
。
一
つ

ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
で

も
、
そ
の
積
み
重
ね
が
健
康

に
つ
な
が
り
ま
す
。48
年
間
、

健
康
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験

を
活
か
し
、
皆
様
と
一
緒
に

「
元
気
に
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
」
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

て
、
ほ
ん
の
少
し
考
え
て
み

る
。「
チ
ョ
ッ
ピ
リ
」
な
ら
、

誰
に
で
も
で
き
る
と
思
う
の

で
す
。

　

そ
ん
な
「
チ
ョ
ッ
ピ
リ
思

い
や
り
」
が
広
が
れ
ば
、
世

の
中
は
も
っ
と
温
か
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る

方
の
た
め
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
バ
ッ
ジ
も
作
り
ま
し
た
。

い
つ
の
日
か
、
こ
の
バ
ッ
ジ

を
つ
け
た
人
が
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
中
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
。
そ
れ
が
私
の
夢
の

一
つ
で
す
。

ホームページ

温故知新 HP

株
式
会
社
マ
グ
ナ
ス
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

〒
１
０
３
‐
０
０
１
３

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋

人
形
町
２
‐
24
‐
４

JP-BASE

人
形
町
５
Ｆ

☎
03（
５
８
０
１
）９
８
１
８

長
寿
社
会
に
豊
か
さ
を

長
寿
社
会
に
豊
か
さ
を

健
康
で
、チ
ョ
ッ
ピ
リ
思
い
や
り
の
心

カフェ マグナス OPEN
ロサンゼルスで大人気

「ジャーマンパンケーキ」

ジャーマンパンケーキには、「プレーン」800 円と期間限定の
「季節のフルーツ」（ピーチ or イチゴ）1,200 円のほか、プラス
100 円で季節の自家製ジャム、バニラアイスが楽しめます。

ハーブティー（左）、マグナスグリーンジュース（中）、季節のデザート（右）

健康・美容商品。お手に取ってご覧いただけます。

●
営
業
の
お
知
ら
せ

毎
週
金
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

YouTube

〈PR〉

https://www.youtube.com/@mr.torii.channel
https://omoiyariworld.com/
https://magnus.co.jp


１
時
30
分
開
会
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
42
・
１
３
７
４
ま
で
。

■
長
坂
町
郷
土
研
究
会

　

９
月
28
日
、
長
坂
町
郷
土
研

究
会
に
よ
る
「
伝
え
た
い
・
残

し
た
い
長
坂
の
こ
と
」
秋
田

編
と
し
て
「
清
光
寺
・
堀
内

柳
南
・
芥
川
龍
之
介
」
が
開
か

れ
る
。
会
場
は
長
坂
町
の
曹
洞

宗
朝
陽
山
清
光
寺
で
、
境
内
の

見
学
や
座
学
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。
受
け
付
け
は
午
前
９

時
30
分
か
ら
で
、
要
予
約
。
参

加
費
は
５
０
０
円
。
問
い
合
わ

せ
は
☎
０
９
０
‐
２
１
４
２
‐

３
２
３
６
（
三
井
）
ま
で
。

★
デ
ュ
オ
ラ
イ
ブ

　

10
月
４
日
に
、
須
玉
町
の
津

金
学
校
で
「Arim

＆
中
山
英

二
デ
ュ
オ
ラ
イ
ブ
〜
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
音
の
融
合
〜
」
が
開

か
れ
る
。
午
後
１
時
30
分
開
場

で
、
前
売
券
３
０
０
０
円
。
問

で
全
８
回
の
「
北
杜
市
市
民
後

見
人
養
成
講
座
（
基
礎
研
修
）」

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
る
。

講
座
は
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

ま
で
で
、
先
着
20
人
。
詳
し
く

は
☎
46
・
１
０
０
５
ま
で
。

■
津
金
展

　

９
月
５
日
〜
27
日
ま
で
、
須

玉
町
の
津
金
学
校
で「
津
金
展
」

が
開
か
れ
る
。
津
金
学
校
書
道

教
室
に
通
う
生
徒
た
ち
の
作
品

や
俳
句
な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果

を
発
表
す
る
。
入
館
料
大
人

２
０
０
円
（
小
中
学
生
１
０
０

円
）。
問
い
合
わ
せ
は
☎
20
・

７
１
０
０
ま
で
。

■
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　

９
月
18
日
、
北
杜
市
す
た
ま

森
の
図
書
館
で
、
大
人
の
た
め

の
朗
読
会
「
や
ま
び
こ
」
が
行

わ
れ
る
。
出
演
は
声
春
で
、「
旅

の
短
編
集
秋
冬
」（
原
田
宗
典

作
）
な
ど
を
披
露
す
る
。
午
後

い
合
わ
せ
は
☎
20
・
７
１
０
０

ま
で
。

★
ジ
ャ
ズ
っ
て
楽
し
い

　

９
月
13
日
、「
ジ
ャ
ズ
っ
て

楽
し
い
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
高
根
町
の
八
ヶ
岳
や
ま

び
こ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

出
演
は
「
ジ
ャ
ズ
カ
ル
テ
ッ

ト by  The M
elrose

」
と

「
ビ
ッ
グ
バ
ン
ドby 

フ
ィ
ー

リ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」で
、親
し
み
の
あ
る
ジ
ャ

ズ
の
名
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
午
後
１
時
15
分
開

場
で
、前
売
券
は
２
５
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。

公
園
内
の
蛍
雪
寮
を
会
場
に

し
て
、
９
月
12
日
に
「
朗
読

会
」
が
開
か
れ
る
。「
猟
銃
」

（
井
上
靖
作
）
や
「
野
ば
ら
」

（
小
川
未
明
作
）
な
ど
を
披

露
す
る
。
午
後
１
時
開
場
で

入
場
料
１
０
０
０
円
。
要
予

約
。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル

m
ikasu1951@

gm
ail.com

ま
で
。

★
吉
野
直
子
の
ハ
ー
プ
物
語

　

小
淵
沢
町
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

月
下
草
舎
で
、
９
月
13
日

に
「
吉
野
直
子
の
ハ
ー
プ
物

語
２
０
２
６
」
が
開
か
れ
る
。

午
後
２
時
30
分
開
場
で
、
入

場
料
３
０
０
０
円
（
ペ
ア
券

５
０
０
０
円
、
学
生
２
０
０
０

円
）。
問
い
合
わ
せ
は
☎
36
・

４
８
０
１
ま
で
。

■
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
募
集

　

甲
府
21
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
９
月
21
日
に
、
韮
崎

市
の
銀
河
鉄
道
の
森
を
会
場
に

し
た
「
銀
河
鉄
道
の
森
デ
ィ

キ
ャ
ン
プ
２
０
２
６
」
を
予
定

し
て
い
る
。「
森
の
探
検
と
紙

飛
行
機
を
飛
ば
そ
う
」
で
、
対

象
は
６
歳
〜
15
歳
ま
で
。
定
員

は
35
人
。参
加
費
２
５
０
０
円
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
10
日
ま

で
。
詳
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。

■
俳
句
作
品
募
集

　

北
杜
市
文
化
協
会
俳
句
部
で

は
、
10
月
29
日
に
須
玉
ふ
れ
あ

い
館
で
予
定
し
て
い
る
「
第
12

回　

北
杜
市
俳
句
大
会
」
の
作

品
募
集
を
９
月
14
日
〜
28
日
ま

で
予
定
し
て
い
る
。
作
品
は
自

由
詠
で
１
人
３
句
。
参
加
費
は

１
５
０
０
円
。
作
品
の
申
し
込

み
は
、
〒
４
０
８
‐
０
１
０
３

北
杜
市
須
玉
町
江
草
２
０
７
２

仲
田
君
恵
宛
。
詳
し
く
は
☎

42
・
３
５
７
２
ま
で
。

■
文
化
祭
の
作
品
募
集

長
坂
文
化
協
会
で
は
、
10
月

31
日
〜
11
月
１
日
に
予
定
し
て

い
る
文
化
祭
展
示
部
門
の
文
芸

作
品
を
募
集
し
て
い
る
。
短
歌

は
３
首
、
俳
句
と
川
柳
は
３
句

以
内
で
、
今
月
30
日
ま
で
受
け

付
け
て
い
る
。参
加
希
望
者
は
、

作
品
に
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

を
明
記
の
上
、
長
坂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
窓
口
の

投
稿
箱
に
投
函
す
る
。
問
い
合

わ
せ
は
☎
０
９
０
‐
８
３
０
１

‐
５
１
７
１
（
吉
田
）
ま
で
。

■
後
見
人
養
成
講
座

　

北
杜
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
９
月
４
日
〜
10
月
30
日
ま

第　７７０　号 ２０２６年９月１日（６）

向
山
」（
同
24
日
）
で
、
第
２

回
目
は
「
天
然
水
の
森
体
験

会
」（
10
月
29
日
）
と
「
北
杜

山
守
隊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＠
日

向
山
」（
同
30
日
）。
対
象
は
小

学
５
年
生
以
上
で
２
日
間
参
加

で
き
る
人
。
参
加
費
は
市
民
が

５
０
０
０
円
（
在
住
者
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
も
の
が
必
要
）

で
、市
外
は
１
万
６
５
０
０
円
。

詳
し
い
内
容
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。

■
作
品
展
と
映
像
作
品
展

　

高
根
町
の
清
里
の
森
内
の

リ
ッ
ジ
８
ア
ー
ト
ベ
ー
ス

清
里
で
、
９
月
４
日
か
ら

「FUTAM
ONOYA

（
蓋
物

截
金
（
き
り
が
ね
）
や
陶
、
織

な
ど
の
女
性
作
家
６
人
に
よ
る

作
品
展
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

ほ
か
、
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
日
本
画
家
の
上
野
直
美
さ
ん

の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
入
場
無
料
。
11

日
、
12
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
で
、
13
日
は
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
０
９
０
‐
９
０
１
４
‐

９
９
２
２
（
上
村
）
ま
で
。

■
Ｗ
Ｓ
の
参
加
者
募
集

　

北
杜
市
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
地
域
連
絡
会
で

は
、
２
日
間
連
続
の
「
サ
ン
ト

リ
ー
天
然
水
の
森
体
験
会
＆
北

杜
山
守
隊
登
山
道
保
全
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」を
計
画
し
て
お
り
、

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
第

１
回
目
は
「
天
然
水
の
森
体
験

会
」（
10
月
23
日
）
と
「
北
杜

山
守
隊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＠
日

■
医
療
介
護
交
流
会

　

９
月
12
日
、
須
玉
町
の
須
玉

ふ
れ
あ
い
館
を
会
場
に
し
て
、

地
域
で
つ
く
ろ
う
！
北
杜
の
未

来
「
医
療
介
護
交
流
会
」（
ほ

く
と
医
療
介
護
連
携
推
進
委
員

会
の
主
催
）
が
開
か
れ
る
。
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
各
種
団

体
の
体
験
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
は
、
作
業
療

法
士
の
森
彰
司
さ
ん
を
迎
え
、

「
認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。ま
た
、

２
時
45
分
か
ら
は
若
年
性
認
知

症
の
作
品
「
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン

プ
」
が
上
映
さ
れ
る
。
問
い
合

わ
せ
は
☎
０
９
０
‐
５
５
３
３

‐
３
０
８
０
（
清
水
）
ま
で
。

■
シ
ス
展
─
水
─

　

９
月
11
日
〜
13
日
ま
で
、

小
淵
沢
町
の
八
ヶ
岳
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド

（
旧
フ
ィ
オ
ー
レ
小
淵
沢
）
で
、

屋
）・
吾
偶
・
家
具
〜
森
下
真
吾
・

清
水
泰　

陶
と
木
の
仕
事
展

〜
」が
開
か
れ
る
。
28
日
ま
で
。

ま
た
、
村
岡
哲
至
の
映
像
作
品

展
「
〜
記
録
さ
れ
た
記
憶
╲
記

録
さ
れ
た
虚
構
〜
」
が
午
後
12

時
と
２
時
に
上
映
さ
れ
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
９
０

‐
３
６
９
０
‐
７
８
８
２
（
村

岡
）
ま
で
。

■
ア
ー
ト
作
品
展

　

大
泉
町
の
森
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
さ
ん
り
ん
舎
の
利
用
者
が
作

成
し
た
作
品
を
紹
介
す
る
「
森

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
り
ん
舎

ア
ー
ト
作
品
展
」
が
、
小
淵
沢

町
の
篠
尾
郵
便
局
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
か
れ
て
い
る
。
９
月
30
日

ま
で
の
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

38
・
２
２
０
３
ま
で
。

■
蛍
雪
寮
で
聴
く
「
猟
銃
」

韮
崎
市
の
韮
崎
大
村
記
念

　

住
み
な
れ
た
地
域
で
、「
安

心
し
て
、
健
康
で
、
心
豊
か

に
過
ご
せ
る
」
こ
と
を
目
指

し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
だ

ま
り
」（
住
所
：
小
淵
沢
町
、

以
下
：
ひ
だ
ま
り
）
が
、
こ

の
ほ
ど
発
足
し
、
９
月
１
日

か
ら
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
26
日
に
は
、
発
足
記
念

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
小
淵
沢

町
の
女
神
の
森
シ
ン
フ
ォ
ニ

ア
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
す
る
。

　

こ
の
「
ひ
だ
ま
り
」
は
、

一
般
社
団
法
人
だ
ん
だ
ん

会
理
事
の
宮
崎
和
加
子
さ

ん
（
70
）、
相
続
や
遺
言
な

ど
を
担
当
す
る
司
法
書
士
・

行
政
書
士
の
河
埜
裕
子
さ
ん

（
66
）、
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
橋
本
恵
美
子
さ

ん
（
62
）
の
３
人
が
共
同
代

表
に
な
っ
て
発
足
し
た
も
の

で
、「
そ
の
人
の
生
き
た
い

を
支
援
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　
「
ひ
だ
ま
り
」
の
発
足
は
、

河
埜
さ
ん
の
も
と
に
、
相
続

の
問
題
や
事
業
承
継
で
相
談

に
来
る
人
が
多
い
が
、
な
か

な
か
進
ま
な
い
現
状
に
、
み

ん
な
不
安
を
持
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
身

上
監
護
（
し
ん
じ
ょ
う
か
ん

ご
）」
の
活
動
に
力
を
入
れ

て
み
た
い
と
思
い
、
そ
の
話

し
を
宮
崎
さ
ん
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
「
北
杜
市
な
ら
で
き

る
よ
」
と
い
う
誘
い
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
昨
年
秋
か
ら

準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

発
足
し
た
「
ひ
だ
ま
り
」

は
、
会
員
制
で
、
年
10
回
程

度
の
「
ひ
だ
ま
り
会
」
を
開

い
て
、「
筋
ト
レ
」や「
お
し
ゃ

べ
り
」、「
食
事
」
を
通
し
た

認
知
症
予
防
の
活
動
を
基
本

に
、
会
員
の
意
向
に
合
わ
せ

て
「
健
康
会
員
」、「
芸
術
会

員
」、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
」

と
い
う
３
つ
の
コ
ー
ス
を
用

意
す
る
。

　
「
健
康
会
員
」
は
、
24
時

間
看
護
師
が
対
応
す
る
も
の

で
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

時
や
急
な
症
状
の
変
化
へ
の

対
応
、
入
院
・
退
院
の
支
援

な
ど
、
主
治
医
と
連
携
し
て

日
常
的
な
不
安
に
対
応
す
る

と
い
う
。

　

ま
た
。「
芸
術
会
員
」
は
、

茶
話
会
や
食
事
会
、
芸
術
鑑

賞
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
た
時
間
の
創

出
を
支
援
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
」

は
、
身
の
回
り
の
整
理
、
遺

言
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
相
談
な
ど
の
対
話
型
支
援

で
、
本
人
の
価
値
観
や
人
生

観
を
大
切
に
、
将
来
へ
の
不

安
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

今
回
の
会
員
募
集
は
、
構

成
メ
ン
バ
ー
の
行
動
範
囲
も

あ
り
、
北
杜
市
を
中
心
と
し

た
地
域
で
、
年
会
費
は
１
人

２
万
円
（
２
人
の
場
合
は

３
万
円
）。「
健
康
会
員
」
や

「
芸
術
会
員
」
は
別
会
費
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談

は
、
１
回
目
の
相
談
料
は
無

料
で
、
２
回
目
以
降
か
ら
60

分
７
５
０
０
円
に
な
っ
て
い

る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
☎
45
・

７
７
０
５
ま
で
。

　
ひ
だ
ま
り
記
念
シ
ン
ポ

　

９
月
26
日
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ひ
だ
ま
り
」
の
発
足
を
記

念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

小
淵
沢
町
の
女
神
の
森
シ
ン

フ
ォ
ニ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　

第
１
部
は
「
記
念
音
楽
鑑

賞
」
で
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

広
瀬
か
お
り
さ
ん
を
迎
え

て
「
心
に
響
く
祈
り
の
う

た
」
を
予
定
し
て
い
る
。
第

２
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ひ

だ
ま
り
共
同
代
表
の
３
人
が

登
壇
し
、「『
が
ん
？
』、『
認

知
症
？
』、『
寝
た
き
り
？
』、

寿
命
１
０
０
歳
時
代
を
不
安

な
く
豊
か
に
生
き
る
秘
訣
」

を
テ
ー
マ
に
、
豊
か
に
生
き

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

午
後
２
時
開
演
で
入
場
は

無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

45
・
７
７
０
５
ま
で
。

　

北
杜
市
の
豊
か
な
自
然
・

生
態
系
の
代
名
詞
と
も
い
え

る
「
里
山
」。
山
林
所
有
者

の
高
齢
化
や
相
続
問
題
、
担

い
手
不
足
、
管
理
費
の
負
担

な
ど
、「
山
主
だ
け
で
は
守

れ
な
い
里
山
を
地
域
で
ど
う

支
え
る
か
」を
考
え
よ
う
と
、

９
月
４
日
に
長
坂
町
の
北
杜

市
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
セ
ン
タ
ー

で
講
演
会
が
開
か
れ
る
。

　

こ
の
講
演
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
昆
虫
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る

も
の
で
、「
第
１
回
北
杜
の

里
山　

こ
れ
か
ら
会
議
」
と

し
て
、
講
師
に
元
山
梨
県
林

政
部
長
の
金
子
景
一
さ
ん
を

迎
え
る
。
テ
ー
マ
は
「
里
山

広
葉
樹
の
利
活
用
と
里
山
再

生
〜
八
ヶ
岳
山
麓
の
可
能
性

と
期
待
〜
」。

　

今
回
の
講
演
会
は
山
林
所

有
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
え
て
き

た
山
林
を
整
備
す
る
た
め
の

人
手
不
足
、
費
用
の
負
担
、

高
齢
化
や
継
承
の
課
題
な
ど

を
ふ
ま
え
、「
ど
の
よ
う
に

守
っ
て
い
く
か
」
を
検
討
し

よ
う
と
企
画
さ
れ
た
。

　

同
実
行
委
員
会
の
里
山

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、「
山

林
所
有
者
や
里
山
の
管
理
に

関
心
の
あ
る
人
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

入
場
無
料
で
、
当
日
参
加

可
。
午
後
２
時
開
会
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
０
９
０
‐

８
９
４
５
‐
１
３
１
９
（
樋

口
）
ま
で
。

　

山
梨
県
中
小
企
業
家
同
友

会
八
ヶ
岳
支
部
（
鈴
木
智
恵

支
部
長
）
で
は
、
８
月
４
日

に
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ニ
コ
リ
を
会
場
に
し
て
８
月

例
会
を
開
き
、
同
友
会
会
員

で
、
株
式
会
社
ひ
ま
わ
り
市

場
取
締
役
の
那
波
え
り
子
さ

ん
が
登
壇
し
、「
那
波
え
り

子
流
発
展
の
仕
方
」
を
報
告

し
た
。（
写
真
）

　

当
日
は
、
約
60
人
を
前
に

那
波
さ
ん
は
、
学
生
時
代
、

Ｏ
Ｌ
時
代
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
時
代
の
経
歴
を
紹
介

し
、
ひ
ま
わ
り
市
場
で
働
き

始
め
て
か
ら
、「
小
売
業
が

面
白
い
と
思
っ
た
」
と
本
題

に
入
っ
た
。

　

ひ
ま
わ
り
市
場
で
経
営
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
計

画
性
や
情
報
共
有
、
問
題
意

識
の
不
足
を
感
じ
た
こ
と

や
、
思
い
が
伝
わ
ら
な
い
歯

が
ゆ
さ
な
ど
を
語
り
、「（
同

友
会
に
入
会
し
て
）
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
気
付
き
が

あ
っ
た
」
と
経
営
に
役
立
て

て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
中
で
「
那
波
商
店
か

ら
株
式
会
社
ひ
ま
わ
り
市
場

に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い

う
思
い
か
ら
、「
組
織
化
が

欠
か
せ
な
い
」
と
一
念
発
起

し
、制
服
の
刷
新
を
は
じ
め
、

レ
ジ
の
勉
強
会
や
休
憩
室
と

更
衣
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
着

手
、
パ
ソ
コ
ン
の
増
設
を
進

め
、
生
産
性
の
向
上
に
努
め

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、「
社
長
（
那
波
秀

和
さ
ん
）
に
八
ヶ
岳
の
広
告

塔
に
な
っ
て
も
ら
い
人
を
呼

ぶ
」
と
ひ
ま
わ
り
市
場
に
訪

れ
た
人
が
、
八
ヶ
岳
周
辺
の

施
設
に
も
足
を
運
ぶ
こ
と
が

目
標
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
話
し
た
。

生
活
支
援「
ひ
だ
ま
り
」発
足

健
康
か
ら
承
継
、相
続
な
ど
広
く
対
応

ひだまりの共同代表（左から橋本さん、
河埜さん、宮崎さん）

里
山
整
備
、考
え
ま
せ
ん
か
？

里
山
整
備
、考
え
ま
せ
ん
か
？

山
林
の
利
活
用
を
テ
ー
マ
に
講
演

同友会八ヶ岳支部

ひまわり市場の
経営改革を紹介

那波えり子さん

https://tally.so/r/BzYAo1
https://forms.gle/8dyu8T51kqwxVf4J7
https://www.yamaderadejazz.com


　
大
豆
の
ア
イ
デ
ア
料
理

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ア

イ
デ
ア
料
理
を
紹
介
す
る

「
第
８
回
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
た
か
ね
農
村
女
性
の
会
の

主
催
）
が
８
月
23
日
、
大
泉

町
の
大
泉
総
合
会
館
で
開
か

れ
、望
月
雄
一
郎
さ
ん
の「
旬

の
フ
ル
ー
ツ
と
生
ハ
ム
の
白

和
え
」、「
ピ
ス
ト
ゥ
ス
ー
プ
」

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー

マ
は
、「
大
豆
を
使
っ
た
ア

イ
デ
ア
料
理
」
で
、
当
日
は

３
作
品
が
選
ば
れ
、
総
合
会

館
調
理
室
を
使
っ
て
応
募
し

た
レ
シ
ピ
を
も
と
に
し
た
料

理
が
披
露
さ
れ
た
。（
写
真
）

　

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
望
月

さ
ん
は
、
今
年
の
春
に
北
杜

市
に
移
住
し
て
、
野
菜
の
お

い
し
い
町
だ
と
思
っ
た
と
い

い
、「
野
菜
を
生
か
し
、
山

梨
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
使
っ
た
」
と
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介
し
た
。

（７）２０２６年９月１日 第　７７０　号

パイの家 エム・ワン
代表取締役社長　三井 龍生

〒409-1502 北杜市大泉町谷戸5883

☎0551-38-4181
https://www.pai-m1.com

ヨ イ パ イ

アップルパイ
自社
だけで…

…出来る会社です。

プロパンガス販売
ガス・石油器具販売
ガス配管工事
ガス配送、安全点検

八ヶ岳地域に
安全と暖かさをお届けする。

Liquefied Petroleum Gas

の専門店・・・

プ ロ パ ン ガ ス の
（有）岩下商事

中央線　長坂駅正面
☎0551（32）2527

八
ヶ
岳
・
泰
雲
書
道
美
術
館

北
杜
市
長
坂
町
小
荒
間
一
九
一
九　
電
話
三
二・六
二
七
七

甲
斐
小
泉
駅
下
車
・
八
ヶ
岳
側　
十
時
〜
十
六
時
ま
で
開
館

毎
週
金
曜
日
〜
日
曜
日
開
館　
開
館
日
以
外
は
予
約
制

江
戸
末
期
の
儒
学
書
家
柳
田
正
斎
、書
家
泰
麓
、泰
雲
と

続
く
書
法
一
家
の
三
代
目
。泰
雲
の
作
品
を
中
心
に
展
示

を
し
て
居
り
ま
す
。

入
館
料
一
般　
千
二
百
円
・
高
校
生
以
下　
六
百
円

開
館
期
間　
四
月
一
日
〜
十
一
月
二
十
五
日
http://www.gakusho.co.jp

　
柳
田
青
蘭
主
宰

　
　
　
学
書
院
八
ヶ
岳
書
道
教
室

　
　
　
泰
雲
書
道
美
術
館
研
修
室
　
電
話
三
二
・
六
二
七
七

初心者から師範資格取得まで自
由に、楽しく学べる教室です。

・火曜クラス（月3回）１時〜４時
・木曜クラス（月3回）１時〜７時
・土曜クラス（月2回・学生）１時〜４時
・通 信 部

Challenge calligraphy!
Why don’t you learn  
        Japanese culture?
Come and join us.
Lesson/ Saturday 
            (twice a month)
For details please E-mail us.
E-mail: taiun@io.ocn.ne.jp

北杜市大泉町谷戸 2008
0551-38-4744

営業時間：am9：30～pm7：30

お休みはHP、SNSで随時発信

ひまわりの花が太陽を向き
続けるように
私たちはお客様と
食材を見つめ続けます

https://himawari-ichiba.com

　

老
朽
化
に
伴
う
市
役
所
本

庁
舎
の
再
整
備
を
検
討
し
て

い
る
「
北
杜
市
本
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
」
が
８
月
24
日

に
開
か
れ
、
基
本
構
想
の
骨

子
案
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ

た
。
今
会
議
で
は
、
新
た
に

具
体
的
な
建
設
候
補
地
と
そ

の
抽
出
方
法
、
比
較
評
価
の

考
え
方
な
ど
の
項
目
が
追
加

さ
れ
、
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

新
庁
舎
の
建
設
候
補
地

は
、「
旧
秋
田
小
学
校
」と「
長

坂
総
合
支
所
」、「
長
坂
中
学

校
」、「
高
根
総
合
支
所
」、「
高

根
中
学
校
」、「
現
北
杜
市
役

所
」
の
６
カ
所
が
選
出
さ
れ

た
。
市
有
地
で
敷
地
面
積
が

９
８
０
０
平
方
㍍
以
上
あ
る

こ
と
、
防
災
上
安
全
な
土
地

で
市
内
各
地
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
良
い
と
い
っ
た
一
次
選

定
基
準
の
ほ
か
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
、
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
と
の
整

合
性
な
ど
を
考
慮
し
た
。

　

選
出
し
た
６
カ
所
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
築
と
既

存
施
設
の
活
用
の
整
備
パ

タ
ー
ン
を
想
定
し
、「
交
通
」、

「
災
害
・
防
災
」、「
経
済
性
・

コ
ス
ト
」、「
ま
ち
づ
く
り
」

の
視
点
を
軸
に
、
市
内
各
地

か
ら
の
移
動
距
離
の
平
準
化

や
災
害
時
に
お
け
る
拠
点
機

能
維
持
の
確
実
性
、
将
来
世

代
に
負
担
を
残
さ
な
い
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
最
適

化
な
ど
、
多
角
的
に
評
価
を

行
っ
て
最
適
な
候
補
地
を
選

定
す
る
と
し
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
新
庁
舎
の

候
補
地
と
し
て
挙
が
っ
た
既

存
施
設
の
現
状
を
は
じ
め
、

建
設
工
事
を
行
う
際
の
周
辺

環
境
の
課
題
、
総
合
支
所
の

在
り
方
、
市
内
各
地
か
ら
の

移
動
距
離
の
平
準
化
の
考
え

方
な
ど
に
関
す
る
意
見
や
質

問
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　

こ
の
基
本
構
想
は
、
新
庁

舎
整
備
の
基
本
方
針
や
機
能

と
規
模
、
建
設
候
補
地
、
事

業
計
画
の
考
え
方
を
記
し
た

も
の
で
、
11
月
末
ご
ろ
に
素

案
を
ま
と
め
、
年
明
け
に
市

民
の
意
見
を
募
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、

来
年
３
月
末
の
策
定
を
目
指

し
て
い
る
。

　

現
在
の
本
庁
舎
は
、
２
０

０
４
年
の
合
併
時
に
旧
須
玉

商
業
高
等
学
校
跡
地
を
活
用

し
た
暫
定
庁
舎
と
し
て
整
備

ホ
テ
ル
と
商
談
会

　

小
淵
沢
町
の
八
ヶ
岳
リ

ゾ
ー
ト
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
跡
地

で
会
員
制
高
級
ホ
テ
ル
「
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
コ
ー
ト
八
ヶ

岳
」
の
建
設
を
進
め
て
い
る

リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
株
式
会

社
は
８
月
20
、
21
日
、
北
杜

市
商
工
会
と
共
同
し
て
、
地

元
事
業
者
と
の
商
談
会
を

行
っ
た
。（
写
真
）

　

来
年
３
月
の
ホ
テ
ル
開
業

を
予
定
し
て
い
る
同
社
で

は
、
地
産
地
消
の
推
進
や
地

域
経
済
の
循
環
強
化
を
目
指

し
、
ホ
テ
ル
内
で
使
用
す
る

農
産
物
や
消
耗
品
な
ど
を
地

元
事
業
者
か
ら
調
達
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

同
日
の
商
談
会
は
長
坂
総

合
支
所
で
開
か
れ
、
21
社
の

市
内
事
業
者
が
参
加
。
北
杜

市
の
豊
か
な
自
然
や
良
質
な

水
で
育
ま
れ
た
野
菜
や
果

物
、
そ
の
加
工
品
な
ど
を
持

ち
込
み
、
商
品
の
魅
力
や
自

社
の
こ
だ
わ
り
を
伝
え
た
。

　

同
社
の
担
当
者
は
、「
地

元
の
生
産
者
と
と
も
に
ホ
テ

ル
を
つ
く
り
、
少
し
で
も
地

域
に
貢
献
で
き
た
ら
う
れ
し

い
」
と
話
し
た
。

　
ミ
ニ
バ
イ
ク
が
集
結

　

高
根
町
清
里
の
八
ヶ
岳
コ

モ
ン
ズ
で
８
月
８
～
９
日
、

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
愛
好
家
が
集

う
「
モ
ト
モ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
が
開
か
れ
、
ミ
ニ
バ
イ

ク
に
関
す
る
ト
ー
ク
や
ゲ
ー

ム
、
カ
ス
タ
ム
車
両
の
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ミ
ニ

バ
イ
ク
専
門
誌「
モ
ト
モ
ト
」

の
制
作
を
手
掛
け
る
小
菅
淳

さ
ん
（
東
京
）
が
企
画
。
北

杜
市
を
舞
台
に
し
た
Ｔ
Ｖ
ア

ニ
メ
「
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
」
で

地
域
お
こ
し
を
行
う
北
杜
ア

ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
と

の
関
わ
り
を
き
っ
か
け
に
、

初
め
て
北
杜
市
で
開
催
さ
れ

た
。（
写
真
）

　

同
日
は
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
愛
車
で
駆
け
つ

け
、
ア
ニ
メ
・
ス
ー
パ
ー
カ

ブ
で
声
優
を
務
め
る
七
瀬
彩

夏
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

や
七
瀬
さ
ん
が
演
じ
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
生
誕
祭
も
行
わ

れ
た
。

　

北
杜
市
は
、
老
朽
化
に
伴

う
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
須
玉
町
の
温
泉
交
流
施

設
「
増
富
の
湯
」
に
つ
い
て
、

安
全
な
長
期
運
営
の
体
制
を

整
え
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
使
っ
た
「
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
を
実
施
し
て
い
る
。
期

間
は
９
月
29
日
ま
で
。

　

増
富
の
湯
は
、
世
界
有
数

の
ラ
ジ
ウ
ム
含
有
量
を
誇
る

増
富
温
泉
峡
に
あ
り
、
１
９

９
７
年
に
開
設
さ
れ
た
。
地

域
住
民
を
は
じ
め
、
湯
治
客

や
登
山
者
な
ど
が
訪
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
前
は
年
間
約
６
万
人

の
利
用
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

老
朽
化
に
伴
う
浴
室
棟
の

新
築
工
事
と
食
堂
棟
の
改
修

工
事
で
２
０
２
３
年
か
ら
休

▼
審
査
の
結
果

▽
優
秀
賞
「
旬
の
フ
ル
ー
ツ
と

生
ハ
ム
の
白
和
え
」、「
ピ
ス

ト
ゥ
ス
ー
プ
」（
望
月
さ
ん
）

▽
ア
イ
デ
ア
賞
「
蒸
し
大
豆
と

豚
ひ
き
肉
の
な
る
と
巻
き
」（
Ｊ

Ａ
梨
北
女
性
部
大
泉
支
部
）

▽
特
別
賞
「
大
豆
ナ
ゲ
ッ
ト
」

（
Ｊ
Ａ
梨
北
女
性
部
穂
坂
支
部
）

　

平
和
と
戦
争
の
な
い
社
会

に
つ
い
て
考
え
る
「
北
杜
憲

法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
地
域

か
ら
平
和
を
築
く
～
」
が
８

月
９
日
、
長
坂
町
の
三
分
一

湧
水
館
で
開
か
れ
た
。
こ
ぶ

ち
さ
わ
九
条
の
会
と
新
日
本

婦
人
の
会
北
杜
支
部
の
主

催
。（
写
真
）

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は

市
内
外
か
ら
約
１
４
０
人
が

参
加
し
、
第
１
部
で
は
専
修

大
学
名
誉
教
授
の
白
藤
博
行

さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。
白
藤
さ
ん
は
、
日
本
国

憲
法
に
お
け
る
「
中
央
集
権

か
ら
地
方
分
権
へ
の
転
換
」

に
触
れ
な
が
ら
、「
住
民
福

祉
の
増
進
を
使
命
と
す
る
地

方
自
治
体
に
は
、
戦
争
や
国

の
軍
事
化
か
ら
地
域
社
会

を
守
る
責
務
と
そ
の
権
利
が

あ
る
」
と
、「
平
和
自
治
権
」

に
つ
い
て
説
明
。

　
「
自
治
体
と
住
民
が
平
和

へ
の
責
任
を
自
覚
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
強
調
し
、

そ
の
意
志
を
形
と
し
て

残
そ
う
と
、
平
和
自
治

権
の
碑
を
自
身
の
研
究

所
に
建
立
し
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
、「
日
本

国
憲
法
の
理
念
を
し
っ

か
り
と
勉
強
し
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
ど
う
生

き
る
か
、
一
人
ひ
と
り

が
考
え
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

　

続
く
市
民
ス
ピ
ー
チ

で
は
、
２
０
１
９
年
か
ら
21

年
ま
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首

都
キ
ー
ウ
で
人
道
支
援
に
取

り
組
ん
だ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
専
門
家
が
現
地
の
状
況
や

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
の
支

さ
れ
た
。
校
舎
と
プ
レ
ハ
ブ

施
設
の
併
用
で
約
20
年
が
経

過
す
る
な
か
、
老
朽
化
や
耐

震
性
能
の
不
足
、
複
数
の
別

館
に
よ
る
不
便
さ
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。

援
に
取
り
組
む
市
民
な
ど
も

登
壇
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
戦
争
中
に

上
演
が
禁
止
さ
れ
た
落
語
の

演
目
の
ひ
と
つ
、「
悋
気
（
り

ん
き
）
の
独
楽
」
や
弾
き
語

り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

業
し
、
今
秋
の
再
開
予
定

だ
っ
た
が
、
中
東
情
勢
の
影

響
に
よ
る
建
築
資
材
の
調
達

遅
延
な
ど
に
伴
い
工
期
が
延

長
と
な
り
、
来
年
１
月
の
営

業
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

目
標
額
は
１
０
０
０
万
円

で
、
工
事
費
用
の
一
部
や
備

品
の
整
備
な
ど
に
活
用
す

る
。「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

Ｇ
Ｃ
Ｆ
」
で
受
け
付
け
て
お

り
、
タ
イ
ト
ル
は
、「
増
富

の
湯
再
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

み
ん
な
に
長
く
愛
さ
れ
る
安

全
な
温
泉
施
設
へ
！
」。

短短
信信

新
庁
舎
候
補
地
に
６
カ
所
選
出

比
較
評
価
方
法
を
検
討

新庁舎整備基本構想の骨子案について
議論する検討委員会の様子

地
域
か
ら
平
和
を
築
く

憲
法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

増
富
の
湯
運
営
に

ク
ラ
フ
ァ
ン
実
施

ＣＦサイト

https://www.furusato-tax.jp/gcf/5625
http://www.gakusho.co.jp/


「
シ
キ
ミ
」
な
ど
と
同
様
に

墓
地
に
植
え
ら
れ
た
た
め
、

「
死
人
花
・
幽
霊
花
」
と
も

呼
ば
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
人
と
関
っ
て
生
育
し
て

い
る
植
物
で
あ
る
。

（
文　

写
真　

佐
藤
元
昭
）

第　７７０　号 ２０２６年９月１日（８）

ナガセキトーヨー住器（株）
TEL0551-32-3511

土地・建物・建築設計・リフォーム

エコ・長期優良住宅提案（昔からの土壁の原理、

エコ快適住宅 WB 工法）（高気密・高断熱・省エ

ネスーパーウォール工法）

太陽光発電システム

★建築資材販売と工事

アルミサッシ・ユニットバス・キッチン・トイレ・

洗面台・外壁や屋根の張替え・外壁や屋根の塗

装工事・クロス張替え・障子張替え・畳替え・

照明交換・鍵交換・網戸張替え・ガラス入替え

★エクステリア

門扉・フェンス・カーポート・ガーデニング・

物置

★防犯・エコ・安全関係製品

防犯製品・防犯硝子・煙感知器（取り付け致し

ます）・LED 及びエコ照明提案

●雨の日の乗り降りをラクに ●車を風雨や汚れから守る

●車を霜・雪から守る ●車への直射日光を遮る

人の乗り降りや荷物の積み下
ろしの際に、雨の日でも傘が
必要ないので大変便利です。

車を風雨から守ってくれると
ともに、鳥のフンの付着を防
ぎます。

車への直射日光を遮るため、夏
場に室内が高温になるのを防ぐ
とともに、塗装の色褪せや室内
シートの日焼けを防止します。

車を霜や雪から守ってくれる
ので、冬場の霜鳥の時間を短
縮でき、朝の忙しい時間も車
の雪下ろしの手間が省けます。

当社カーポート。見学自由

盗難防止にゲート
後付け可能。ご相談下さい。

ここです。

ナガセキ
トーヨー住器

長坂駅 カースペース
づくりの基本が
わかる！

　

秋
の
彼
岸
の
頃
、
全
国
一

斉
に
咲
く
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
様

子
は
日
本
の
風
物
詩
で
も
あ

る
。別
名
を「
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ

ゲ
」
と
も
い
う
が
、
法
華
経

に
、
有
難
い
赤
い
花
『
曼
殊

沙
華
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
由
来
す
る
と
の
説
も

あ
る
。

　

人
里
に
広
く
分
布
し
て
い

る
の
は
、「
葉
見
ず
花
見
ず
」

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
葉

は
晩
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て

生
育
し
、
農
作
物
を
栽
培
す

る
夏
に
は
消
え
、
収
穫
が
終

わ
っ
た
秋
の
彼
岸
頃
に
花
径

が
伸
び
て
開
花
す
る
の
で
、

農
作
業
の
邪
魔
に
な
ら
な
い

た
め
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
球
根
を
砕
い
て

水
に
さ
ら
す
と
有
毒

物
質
が
水
に
溶
け
出

し
、
多
量
の
澱
粉
が

残
る
た
め
、「
救
荒

食
（
き
ゅ
う
こ
う

し
ょ
く
）」
と
し
て

重
用
さ
れ
た
た
め
で

も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
植

物
は
、
埋
葬
し
た
遺

体
を
野
生
動
物
か
ら

守
る
た
め
、
有
毒
の

ヒ
ガ
ン
バ
ナ（
彼
岸
花
）

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科

燦々廟

鶴亀の松と癒やしの
墓 地 公 園

〈説明会随時開催〉
さんさんびょう

ペット供養墓併設
永代供養墓

北杜市須玉町穴平
☎080-5062-1868

個別供養墓１名様 30万円～
合祀供養墓１名様 15万円

　

須
玉
町
比
志
の
旧
増
富
小

学
校
体
育
館
で
８
月
22
日
、

「
山
奥
の
廃
校
で
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
in
ま
す
と
み

２
０
２
６
」
が
開
か
れ
、
地

域
住
民
な
ど
約
１
１
０
人
が

参
加
し
た
。（
写
真
）

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
な
ど
に
取

り
組
む
「
ま
す
と
み
元
気

会
」（
小
林
忠
雄
会
長
）
を

中
心
と
し
た
同
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
も

の
で
、
約
10
年
前
か
ら
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
沖
縄
系
音
楽
バ

ン
ド
の「
風
ん
ち
ゅ
」と「
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
ン
ド

Ｇ
Ａ
Ｈ
Ｏ
」、「
ジ
ャ
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
」の
３
組
が
出
演
し
、

沖
縄
民
謡
か
ら
昭
和
の
歌
謡

曲
、
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
ま
で
披

露
。
観
客
は
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
体
を
揺
ら
し
た
り
、
一

緒
に
歌
っ
た
り
と
、
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
。

増
富
で
ジ
ャ
ズ

１
１
０
人
が
参
加

https://onsyoujihogara.sakura.ne.jp
https://www.lixil.co.jp/lineup/carspace/s/carspaceguide/
https://www.soujyu.megaminomori.com/?utm_source=qr&utm_medium=Magazine&utm_campaign=%E5%85%AB%E3%83%B6%E5%B2%B3%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%AB0601

